
小樽市立銭函中学校 学校だより第５号 令和７年（2025年）８月2９日 

【学校教育目標】 

夢や目標に向かって努力し、 

やり遂げる生徒 銭函中学校通信 TEL 0134-62-2853 

〒047-0263 小樽市見晴町２番12号 
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役職 氏  名 学級担任等 担当教科 

校長 平井 秀昭   

教頭 加藤 俊明   

教諭 岡崎 利美 １年１組 保健体育 

教諭 鈴木 悠平 しおかぜ１組 特別支援 

教諭 本庄 昌宏 しおかぜ２組 特別支援 

教諭 堀内美津子 １年副担 数学・家庭 

教諭 山本 彩華 しおかぜ副担 家庭 

教諭 池田 美佳 ２年１組 音楽 

教諭 亀井 雄太 ２年２組 数学 

教諭 野田 恭吾 しおかぜ３組  

教諭 井上 拓也 ２年副担 理科 

教諭 上嶋 秀俊 ３年１組 美術・技術 

教諭 髙田 裕也 ３年２組 国語 

教諭 播磨 香織 ３年副担 英語 

教諭 鈴木美智恵 ３年副担 社会 

養教 山田 紀子 養護教諭 

事務 内海 洋子 事務職員 

用務 岩部  学 用務員 

配膳 吉川 章子 配膳員 

カウンセラー 嶋崎 玲子 スクールカウンセラー 

 

夏休みが終わり、学校に生徒の活気あふれる声が戻ってきました。８月２２日から 

本校の２学期がスタートしました。 

私は、夏休みを利用し、大阪・関西万博に足を運んできました。広大な会場には、 

世界各国のパビリオンが立ち並び、その中で、見慣れない伝統工芸品や民族衣装を目にしました。ま

た、別のパビリオンでは、独特なリズムの音楽を聴き、今までに食べたことのないような料理を味わい

ました。会場を巡る中で、私は改めて世界には様々な文化や価値観があることを肌で感じました。 

◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ 

夏休み中の８月７日（木）には、本校生徒４名が、小樽イングリッシュ・キャンプに参加しました。

参加者は、小樽運河周辺で、観光に来ている外国人に声をかけ、小樽の魅力を外国人に英語で伝える

活動を行いました。市内の観光地や、おいしい食べ物を調べ、カードを作成して紹介していました。

また、姉妹都市交流の一環として、韓国のソウル特別市江西（カンソ）区を訪問した生徒もいました。 

これからのグローバル化が加速する社会を生き抜くために、「国際理解」や「異文化交流」の重要性

が強調されています。単に英語を話せるようになることだけが目的ではありません。相互の歴史的伝

統や価値観を尊重しつつ、多様な異文化や人々の生活・習慣・価値観について認識し、創造的な関係 

を構築する態度や能力、他者とのかかわりを通して問題を解決し、葛藤や対立を乗

り越えてよりよい人間関係を作り出そうとする態度や能力が重要となります。多様

な文化に触れることは、私たち自身の常識や当たり前だと思っていたことに対し

て、新たな視点を与えてくれます。それは、教科書だけでは学べない貴重な体験で

す。学校生活でのＡＬＴの先生との英会話なども、すべてこの「異文化交流」につ

ながっています。 

◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ 

２学期は、銭中祭などの学校行事で、仲間と協力して一

つのものを創り上げる機会があります。その中で、自分と

は異なる意見や考えを持つ仲間と、真剣に向き合う経験

は、異文化交流の第一歩といえます。相手を理解しようと

する姿勢、そして自分の意見を伝える勇気を持つこと。そ

れが、豊かな人間関係を築き、将来、世界で活躍するため 

の第一歩となるはずです。日々の

学習や学校行事を通して、積極的

に他者と関わり、多様な価値観に

触れることで、本校生徒の世界を

広げていくことができるよう支え

ていきたいと考えています。 

異文化に触れる  校長 青柳 信正 

 

学校ホームページ 
定期更新中！ 

これまで紙面で配布していた学校だより

「銭函中学校通信」を、今回より原則として

tetoruメールによる配信に変更させていた

だくこととしました。この変更は、情報伝達

の迅速化を図るとともに、紛失・未達の防止

や保管・閲覧の利便性の向上を目的とする

ものです。ペーパーレス化の推進にご理解

とご協力をよろしくお願いいたします。 

なお、ご家庭の事情等でメールでの受信

が難しい場合は、これまで通り紙媒体での

お便りをお渡ししますので、ご希望の場合

は、お手数ですが学校までご連絡ください。 



●９月の学習内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 国 語 社 会 数 学 理 科 音 楽 美 術 保健体育 技術・家庭 英 語 

１
年 

星の花が降る
ころに／聞き
上手になろう 
項目を立てて
書こう／方言
と共通語・漢字
の音訓、書写 

歴史 
４節貴族社会
の発展 
～ 
地理 
世界の諸地域 
（アジア州） 

第３章１節  
方程式とその
解き方 
～ 
２節  
１次方程式の
利用 

単元３ 
身の回りの 
現象 
 

合唱（合唱祭
に向けて） 

心ひかれる 
この風景  

ティーボール 
バレーボール 
 

（技術） 
木材加工の 
製作 
（家庭） 
私たちの衣生
活・住生活 

Power up 2 
 
Program5 
The Junior 
Safety 
Patrol 

２
年 

モアイは語る 
字のない葉書 
書写 

地理 
変化する人口
～交通・通信に
よる結びつき 

第３章３節  
２元１次方程
式と１次関数 
～ 
４節 
１次関数の 
利用 

第５章 
化学変化と 
その利用 
 

合唱（合唱祭
に向けて） 

メッセージを
伝えよう 
 

ティーボール 
バレーボール 

（技術） 
エネルギー変換
の技術の原理･
法則と仕組み 
（家庭） 
私たちの衣生
活・住生活 

Our Project 
「夢の旅行」
を企画しよう 
～ 
Project4 
High-Tech 
Nature 

３
年 

書写 
挨拶 
 

３節 
これからの 
仕事保障 
 

第４章２節  
関数y = ax2の 
性質と調べ方 
～ 
章の問題 

運動とエネル
ギー 
第２章 
力のはたらき方 
第３章 
エネルギーと
仕事 

合唱（合唱祭
に向けて） 

気持ちを線と
形で表そう 
(Ａ表現） 
色と形のコラボ 
レーション～ 
ことばから 
発想する抽象画 

ティーボール 
バレーボール 

（技術） 
計測・制御のプ
ログラミングに
よる問題解決 
（家庭） 
私たちの消費
生活と環境 

Reading１ 
Faithful 
Elephants 
～ 
Program4 
Sign Languages,  
Not Just Gestures! 

９月の行事予定 
★：放課後自習室（平井先生）の実施日 

ＳＣ：相場スクールカウンセラーの来校日 

日 曜 行事予定 授業 

1 月 特別支援合同体験学習、部活なし  ★ 6 

2 火 部活なし             ★ 6 

3 水 小中合同研修会 部活なし 5 

4 木 第２回定期テスト         ＳＣ 5 

5 金 
小樽市教育研究会 部活なし 

教育実習生 離任式 
5 

6 土 
バドミントン市民大会 

市Ｐ連子育て研修会 
 

7 日 サッカー山下スポーツ杯  

8 月  6 

9 火 校内研修日 5 

10 水 ３年復習テスト 6 

11 木 SOSの出し方に関する教育 6 

12 金 銭中祭 特別時間割開始（～９/24まで） 6 

13 土 バスケ大会  

14 日   

15 月 敬老の日  

16 火  6 

17 水  6 

18 木  6 

19 金  6 

20 土 バスケ、ソフトテニス、サッカー大会  

21 日 サッカー大会  

22 月 合唱祭直前指導 6 

23 火 秋分の日  

24 水 前日準備 5 

25 木 銭中祭１日目 ※給食なしPTAバザー 6 

26 金 銭中祭２日目 5 

27 土   

28 日   

29 月 後片付け・反省、一斉専門委員会 5 

30 火  6 

 

●銭中祭（９月25・26日）の取組に関わってのお願い 

 ①９月12日から始まる特別日課中は、生徒の活動時間が最大17時 

30分まで延長されることから、普段、部活動がない生徒についても 

下校時刻がいつもより遅くなることが予想されます。ご家庭でも、

お子さんと下校時刻の予定をご確認願います。 

②９/25（木）は給食がありません。 

PTAバザーの注文（8/27に注文専用 

封筒を配布しています）またはお弁当 

の持参になります。 

 ③当日は、できるだけ多くの保護者にご参観いただければ幸いです。 

なお、駐車スペースの都合上、自家用車での来校はご遠慮ください。 

●教育実習生の○○先生が来ています 

○北海道教育大学より、○○○○先生が、２週間の教育実習に来て 

○います。２年生を中心に、保健体育の授業でお世話になっています。 

 ○本校では、この他にも、北海道教育委員会と連携した「草の根教育 

実習」や「高校生のインターンシップ」等の実施を予定しており、 

教員を志す学生の育成を積極的にサポートしています。 

○２学期がスタートし、学校に生徒たちの元気な声が戻ってきました。 

日焼けした顔に、夏休みの充実ぶりがうかがえます。 

○一方、夏休み明けは、心身に不調を訴え、学校に行くことが辛くなる

など、生活リズムが戻らず、不安定になりやすい時期です。 

○本校では、子どもたちの不調を見逃さないための共通理解を図り、 

子どもたちが相談しやすい環境づくりに努めています。 

○家庭におかれましても、お子さんの気持ちに共感して寄り添う中で、

異変のサインを感じたら、遠慮なくご相談ください。 

0120-3882-56 

毎日24時間対応 

011-231-4343 

毎日24時間対応 

 

 

 

●心の健康サポートについて 


